
　
　
二

嚇　
丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

九

　

　
鹿

門

の

人

々

ー
ー

鹿
持
雅
澄
十
哲
等

ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
持
雅
澄
に
就
て
は
、
既
に
其

一
代
の
名
著
萬
葉
集
雪
義
が
宮
内
省
御
鏤
版
と
な
り
、
ま
た
永
言
格

・
南
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遣
響
萬
葉
集
枕
詞
解

・
山
齋
集
な
ど

の
上
梓
さ
れ
た
る
、
或
は
松
山
秀
美
氏
の
手
に
成
り
し
鹿
持
雅
澄
年
譜
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
土
佐
歌
人
群
像

・
其
他
土
佐
偉
人
傳

・
土
佐
史
談

・
國
學
者
史
傳
、
近
世
和
歌
史

・
國
學
者
傳
記
集
成

・
日
　

ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　
　
　
'　
　
　
　
　
　
　

9

冖　
　
　
　

　

一　

本
歌
學
史

.
大
日
本
歌
書
綜
覽
等
多
數
の
書

の
蝎
出
す
る
所
に
據
つ
て
、
其
爲
人
や
學
殖
詩
藻
等
を
諒
知
し
得
　
|一
《
3
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ
く
、
著
述
買
に
六
十
餘
種
二
百
餘
卷
に
上
り
、
學
者
と
し
て
第

一
級
に
坐
す
る
こ
と
い
ふ
迄
も
な
い
。

・　
　
　
　
　
　

.　
　
　

一
身
の
榮
譽
を
冀
は
す
、
輕
輩
に
絡
始
し
た
彼
れ
の
偉
業
を
物
語
る
べ
く
、
遣
著
の
多
く
が
よ
く
散
亂
せ
す

.　

、

　
　

　
　

　
に
傳
は
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
ま
こ
ど
に
珍
重
す
べ
き
で
あ
る
、
故
意
に
或
は
偶
然
に
叉
は
災
繭
に
よ
り
て
、
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
の
多
く
が
傳
は
ら
な
い
學
者
に
比
す
れ
ば
、
そ
れ
は
幸
輻
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
叉
性
情
孤
特
に
し
て
猥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
許
さ
ざ
る
た
め
、

一
人
の
其
門
下
に
參
す
る
も
の
な
き
學
者
を
思
へ
ば
、
彼
れ
が
數
に
も
足
ら
ぬ
小
身
を
以

　
　
　
　
　
　
　
.　

て
藩
侯
に
識
ら
れ
、
其
公
子
連
枝
等
歡
學
の
命
を
蒙
り
、
或
は
藩
重
臣
の
厚
遇
特
待
に
よ
り
、
書
籍
閲
覽
の
自



艇　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
を
得
、
ま
た
藩
士
の
學
に
志
あ
る
も
の
ゝ
多
く
が
、
風
を
望
ん
で
其
傘
下
に
集
合
し
、
恰
も

一
學
府
を
築

い

↑
　

　

　

　

　

た
觀

の
有

つ
た
如
き
は
、
必
し
も
惠
ま
れ
な
か
つ
た
と
の
み
は
謂
ひ
得
す
、
殊
に
其
大
著
萬
葉
集
古
義
が
、
宮

『　
　

・　
　
　
　
　

府
の
御
藏
版
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
る
こ
と
も
、
生
前
に
上
梓
せ
ら
れ
な
か
つ
た
憾
あ
り
と
は
云
へ
、
叉
以
て

.
,　

藷
　
　
　
　
　

鱠
位
と
併
て
死
後
の
光
榮
と
な
す
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.

『　
　
　
　
　
　
　
　
　

雅
澄

の
門
下
は
多
士
濟
濟
で
あ
つ
た
。
其
列
名
を
特
に
記
述
し
た
も
の
は
未
見
な
の
で
、

こ
ゝ
に
坐
右
の
手

}　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
か
ら
拔
萃
・し
て
見
る
、
勿
論
洩
れ
た
る
も
多
く
あ
ら
う
、
讀
者
幸
に
示
教
之
が
補
遺
に
助
力
を
仰
ぎ
た
い
。

。　

　
　
　
　
　
　
　
|

所
《
バ
》

謂
鹿
門
十
哲
と
稱
す
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
|
匹
《
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
大
崎
重
樹
。
藩
士
、
明
治
十
年
歿
、
年
六
五
。　
　
　
　

.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
|
一
《
丶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
0
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
葛
日
朝
風
。
初
名
弘
守
。
藩
士
、
別
府
信
榮
と
共
に
訂
正
萬
葉
集
二
十
卷
を
編
輯
す
。
文
政
十
三
年
歿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　

年
三
七
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
南
部
嚴
男
。
藩
士
、
古
義

の
人
物
傅
に
執
筆
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
野
田
千
蓴
。
秦
姓
初
名
正
前
。
佐
塒
の
人
、
明
治
十
八
年
歿
、
年
七
七
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
別
府
安
宣

。
初
名
信
榮
。
藩
士
、
萬
葉
名
所
考
の
編
に
蠱
す
。
文
久
三
年
歿
う
年
七
三
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
松
本
弘
蔭
。
土
佐
日
記
地
理
辨
逍
考

・
日
本
紀
歌
史
読
等
の
著
、
古
義
註
釋
日
録

の
編
あ
り
。
元
治
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン　　　　
煽



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歿
、
年
五
九
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
宮
地
釜
躬
。
祠
官
、簾
古
言
徴
外
十
三
種
の
著
述
あ
り
。
文
久
三
年
歿
、
年
六
二
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
宮
地
常
磐
。
祠
官
、
品
物
解
圖
繪
に
執
筆
す
、
雅
澄
書
像
の
筆
者
な
り
。
明
浩
二
十
三
年
歿
、
年
七
二
。

轡
、
　

　

　

○
宮
地
守
遠
。
祠
官
、
書
を
能
く
す
。
護

五
年
歿
、
年
三
七
。

ひ　
　
　
　
　

／　
　
　

○
横
山
直
方
。
藩
士
、
日
本
紀
歌
注
等
の
著
あ
り
。
明
治
五
年
歿
、
年
五
六
。

警　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丶

}　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
門
人
と
し
て
著
は
れ
た
る
も
の
。
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　

-

警

　

、
　

○
植
木
直
枝
。
備
中
の
人
、
枝
盛
の
父
。
　

　

　

　

　

　

、
　

.
　

ト

心
　

　

・
大
石
同

羹

勤
袰

を
以
て
瞿

　

　

　

　

　

駒

、
　

囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
大
江
清
男
。
盲
目
の
歌
人
。

へ∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
太
田
滿
穗
。
祠
官
、
萬
葉
集
講
録
の
著
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
佐
々
木
高
行
。
維
新
後
侯
爵
を
授
け
ら
る
。　
　
　

ノ　
　
　

!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
武
市
瑞
山
。
勤
皇
の
亘
擘
。
雅
澄

の
妻
き
く
子
は
瑞
山
の
叔
母
な
り
も

鴨　

'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嫡　
　
　
、　

.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

へ
　

.
　

○
手
島
鯊

。
餓
て
洋
學
に
通
す
。
　

一

　
　
,　
　

.　
　
　

○
|寺
《
ゆ
》
《
げ
》
|

田
永
保
。
山
齋
集
に
出
づ
。



　

●
'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

㎝　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'　

路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
徳
永
千
規
。
令
義
言
註
釋
を
著
す
。

・　

　
　
　
　
　
　
　
　

○
土
居
高
鞆
。
山
齋
集
に
出
づ
。

皿旧　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
原
重
勝
。
山
齋
集
に
出
づ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
廣
瀬
典
膳
。
嘉
永
二
年
入
門
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
輻
岡
孝
茂
。
藩
老
Q
萬
葉
集
古
義
の
稿
本
を
藏
し
、
維
新
後
之
を
宮
内
省
に
獻
す
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
松
浦
高
之
。
山
齋
集
に
出
づ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
宮
崎
八
矛
。
家
集
梅
の
屋
集
あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
山
岡
重
隆
。
猴
冠
集
に
出
づ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
吉
松
萬
齡
。
藩
士
、
日
本
書
紀
正
訓
を
著
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
吉
村
重
郷
。
勤
皇
家
を
以
て
名
高
し
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
渡
邊
順
勝
。
今
村
樂
家
集
に
出
づ
。　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
井
野
邊
嚴
水
。
藩
士
、
維
新
後
、
古
義
出
版
の
事
に
掌
惹
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●　
　
　
　

＼

　
　
'　
　
　
　
　
　

次
に
正
式
に
門
人
た
る
6
記
録
な
き
も
、
雅
澄
に
私
淑
し
其
の
流
派
に
屬
し
た
る
も
の
、
及
び
そ
れ
と
推
測
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
る
る
も
の
を
擧
げ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
大
久
保
香
贄

●
金
子
宅
弘

・
川
原
塚
枝
芳

・
杉
本
榮
齋

・
濱
田
千
束

・
細
木
瑞
枝

・
宮
地
常
坦

・
宮
地
堅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐

・
宮
地
厳
夫

・
柳
井
千
春

・
吉
村
春
峰

・
井
野
邊
廣
門
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙

州　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　̀
　
　
　

嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅
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